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清
ら
か
な
新
年
を
お
元
気
で
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
本
年
も
公
民
館
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
、
町
民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
正
月
。
正
月
は
、
年
頭
を
飾
る
だ
け
に
様
々
な

催
し
が
あ
る
。
や
は
り
賑
や
か
で
華
や
か
な
も
の
が
中
心

で
は
あ
る
が
、
ピ
リ
ッ
と
引
き
締
ま
る
も
の
も
あ
る
。 

 

海
岸
の
町
内
で
は
、
厄
を
取
り
除
く
と
さ
れ
る
各
町
内

の
お
獅
子
が
家
々
を
回
る
。
笛
、
鉦
（
か
ね
）
、
太
鼓
、

ほ
ら
貝
の
威
勢
良
く
テ
ン
ポ
の
速
い
調
子
が
、
獅
子
の
舞

を
一
層
勇
壮
に
す
る
。
幼
い
こ
ろ
、
獅
子
は
怖
い
と
い
う

思
い
が
先
だ
っ
た
。
が
、
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
縁
起

を
か
つ
ぐ
オ
ン
バ
コ
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
取
れ
る
か
、

子
ど
も
心
に
必
死
に
な
っ
て
考
え
た
覚
え
が
あ
る
。
緊
張

感
も
あ
る
初
春
に
、
極
め
て
似
合
う
「
動
」
の
伝
統
行
事

で
あ
る
。 

「
静
」
に
美
を
感
じ
る
の
が
、
初
春
を
彩
る
例
年
の
催

し
「
新
春
三
大
美
術
展
」
（
新
潟
市
）
だ
。
本
物
に
触
れ

る
機
会
が
少
な
い
だ
け
に
、
今
年
も
楽
し
み
に
出
か
け
て

き
た
。 

『
国
宝 

久
能
山
東
照
宮
展
』
は
、
江
戸
時
代
の
将
軍

ら
の
遺
品
や
、
特
に
、
一
昨
年
発
見
さ
れ
、
今
回
初
公
開

の
東
照
宮
社
殿
「
瓔
珞
（
よ
う
ら
く
）」
は
極
彩
色
を
放 

 
っ
て
い
た
。
徳
川
家
の
遺
品
だ
け
に
見
ご
た
え
の
あ
る
も

の
ば
か
り
だ
。『
雪
月
花 

美
人
画
の
四
季
展
』
は
、
土
田

麦
僊
の
「
舞
妓
」
な
ど
実
に
華
や
か
な
世
界
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
し
、『
あ
そ
ぶ
浮
世
絵
ね
こ
づ
く
し
展
』
で
は
、

浮
世
絵
師
・
歌
川
国
芳
を
始
め
と
す
る
猫
を
題
材
に
見
ら

れ
る
観
察
眼
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
つ
つ
も
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
楽
し
め
た
。
極
め
ら
れ
た
作
品
を
観
る
こ
と
は
充
実
感

が
あ
り
、
新
年
早
々
心
の
栄
養
を
得
た
感
が
あ
る
。 

Ｔ
Ｖ
は
、
ま
さ
に
正
月
ら
し
さ
を
か
も
し
出
す
。
そ
の

中
の
一
つ
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師 

官
兵
衛
」
が

５
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
楽
し
み
の
一
つ
だ
。
特
に
、
秀
吉

の
懐
刀
と
し
て
活
躍
し
た
黒
田
官
兵
衛
（
如
水
）
。
ド
ラ
マ

の
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
村
高
志
氏
は
『
官
兵
衛

は
、
秀
吉
が
〝
太
陽
〟
な
ら
ば
い
わ
ば
〝
月
〟
に
あ
た
る

存
在
。
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
を
演
出
し
た
天
才
軍
師
だ
。

月
の
輝
き
を
魅
力
的
に
表
現
す
る
』
と
述
べ
て
い
る
。
官

兵
衛
の
人
間
的
魅
力
も
あ
る
が
、
局
面
打
開
に
ど
う
対
処

し
た
か
関
心
を
も
っ
て
観
た
い
。 

 

新
年
の
仕
事
も
始
ま
っ
た
。
上
記
の
「
緊
張
感
・
極
め
・

対
処
」
を
業
務
に
も
生
か
さ
れ
れ
ば
思
う
。
そ
し
て
、
今

年
の
干
支
は
午
（
馬
）
。
馬
の
視
界
は
350
度
と
い
う
。
公

民
館
の
活
動
を
、
馬
に
あ
や
か
っ
て
広
い
視
野
を
持
ち
、

今
年
も
町
民
各
位
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
職
員
一
同
活

動
し
て
ま
い
り
た
い
。 

新
春
を
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

日露戦争に勝利した一九〇五年（明治三十八)、日本が国

民国家としてのピークを迎えた時代を生きた十二人の文学

者から現代人の祖形を探った一冊です。 

 

「一九〇五年」の彼ら―「現代」の発端を

生きた十二人の文学者 ･･･関川 夏央 著 

 女性として世界で初めてエベレスト登頂に成功した著者。

がんで余命三カ月の宣告を受けても治療の合間を縫って山

に登り続ける彼女の闘病記。 

それでもわたしは山に登る     

･･･田部井 淳子 著 

   

 

黒田官兵衛・長政の野望 もう一つの関ヶ原 

･･･渡邊 大門 著 

   

 

天下分け目の関ヶ原合戦。その中で黒田官兵衛・長政の親

子はいかに暗躍したか。今年の大河ドラマ主人公とその息子

が抱いた野望に迫る。 

永遠の０ 

･･･百田 尚樹 著 

「娘に会うまでは死ねない」。そう言い続けた男は、なぜ自

ら零戦に乗り命を落としたのか。終戦から 60 年後に明らか

になる真実とは。大ヒット映画の原作本です。 

12 月 18 日（水）、中央公民館講堂において今年度最後の出雲崎総合大学として、長岡工業高等専門学校名

誉教授の佐藤和秀氏を講師に迎え「環境講座 ～雪と氷の風景：地球史からみた気候変動」と題した講座を

実施しました。 

 また、講座終了後には今年度の閉講式を行い、全単位取得者、基準単位取得者（全 15 回中 12 回以上受講

された方）、コース別単位取得者（文化・理科・歴史それぞれのコース全 5 回を受講された方）にそれぞれ認

定証が授与されました。なお、全単位取得者、基準単位取得者を下記のとおりご紹介させていただきます。 

 今年度の出雲崎総合大学は全 15 回の講座に延べ 421 名と多くの方からのご参加をいただきました。来年度

も様々な内容の講座の企画をし、皆さまから興味を持っていただけるようより一層努力いたしますので、町

民の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

基準単位取得者（順不同） 

生田 フジ  さん （小 木） 佐藤 光代  さん （尼 瀬） 

井ノ川 良弘 さん （下小竹） 佐藤 行男  さん （勝 見） 

遠藤 綾子  さん （藤 巻） 関 孝一郎  さん （米 田） 

小田 正勝  さん （小 木） 関 ヨシノ  さん （米 田） 

小山 晴代  さん （てまり団地） 仲野 伊都子 さん （川 西） 

佐 藤  敏  さん （稲 川） 仲野 欽三  さん （石井町） 

佐藤 テイ  さん （勝 見） 日木 徳子  さん （大 門） 

 

全単位取得者（順不同） 

服部 政弘  さん （吉 水） 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

  

ナ
ー
ス
ら
の
す
た
す
た
す
た
と
十
二
月 

 
 

上
中
条  

菅
沼 

義
忠 

幾
重
に
も
雲
走
ら
せ
て
時
雨
虹 

 
 

川 

西  

仲
野 

隆
之 

        
 毎年 1 月 26 日は、「文化財防火デー」です。この日を中心として、文化財を火災・震災・その他の災害から

守るための文化財防火運動が全国的に展開されます。この「文化財防火デー」は、約半世紀にわたり継続的に

行われ、人類共通の貴重な財産である文化財を次代に継承することに大きな役割を果たしてきました。 

 出雲崎町には現在、国登録有形文化財が 4 件、県指定文化財が 5 件、町指定文化財が 32 件あります。先人

から受け継いできた貴重な文化財を大切にすると共に、親しみ愛護する心を育みましょう。 

文化財防火デーとは？ 
昭和 24 年 1 月 26 日に，現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し，壁画が焼損したことをきっかけに、
火災などによる文化財保護の危機を深く憂慮する世論が高まりました。その声を受け、昭和 30 年に当時の文化財保護委員会（現在の文化庁）
と国家消防本部（現在の消防庁）が、1 月 26 日を「文化財防火デー」と定め，昭和 30 年の第 1 回文化財防火デー以来毎年この日を中心に，

文化庁，消防庁，都道府県・市町村教育委員会，消防署，文化財所有者，地域住民等が連携・協力して，全国で文化財防火運動を展開してい
ます。  

 『新潟出版文化賞』は、新潟県内在住者が執筆した自費出版図書の中から優れた作品を顕彰する為に創設さ

れた賞で、平成 11 年から隔年で開催されて降ります。第８回目となる今回、応募総数 103 作品の中から、当

町尼瀬の斉藤凡太さん著「磯見漁師」が見事優秀賞に選ばれました。おめでとうございます。より一層のご活

躍を期待しております。 

 

県指定文化財 
木造薬師如来坐像（滝谷） 町指定文化財 薬師寺山門（相田） 

町指定文化財 
 ユキバタツバキの生息地（中山・相田） 

よ
る
に
な
り
声
す
き
と
お
る
鈴
虫
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六
年
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晴
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窓
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外
な
が
め
て
み
れ
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え
る
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六
年
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市
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赤
と
ん
ぼ
夕
日
に
て
ら
さ
れ
よ
り
赤
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五
年
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上
村 

拳
志
桜 

夜
に
な
り
す
ず
虫
の
声
き
こ
え
る
よ 

五
年
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石
井 

新
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ま
ん
月
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
き
ね
ん
び
だ 

 
 

四
年
生  

佐
藤 

花
蓮 

秋
の
色
オ
レ
ン
ジ
色
が
に
あ
っ
て
る 

 
 

四
年
生 

佐
々
木 

宥
哉 

笹
鳴
や
句
碑
の
残
れ
る
古
刹
か
な 

 
 

大 

門  

高
木 

泊
舟 

街
並
が
眠
り
に
入
る
冬
構 

 
 

松 

本  

田
中 

秀
秋 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出雲崎町には近隣市町村には無い素晴らしい施

設があります。 

 町民の皆様が少しでも運動健康に対する意識が

高まるよう、私達スポーツ推進委員も、時に馬の様

に駆け、時には道草もとりながら、頑張ってまいり

ます。 
 

今年もよろしく 

お願い致します。 

 12 月 8 日（日）に町

民体育館と柔道場にて、

剣道教室・柔道教室の平

成 25 年度昇級審査会を

行いました。両教室合わ

せて 14 人の子供たちが

参加し、自分たちの 1年

間の練習の成果を十分

に発揮していました。 

 あけましておめでとうございます。 

 昨年中は公民館主催の体育事業にご協力いただき、

大変ありがとうございました。 

昨年は、「東京 2020オリンピック・パラリンピック」

招致決定と言うスポーツ界としてはこの上無いビッ

クイベントが東京で行われる事となりました。 

 これを機会に私たちも改めて、町民の皆様にスポー

ツの楽しさ、健康で楽しい生活をする事による、運動

の大切さを発信して行きたいと思います。 

 現在、エアロビクス協会では参加者を募集

しています！エアロビクスで冬太り、疲れ、

むくみなど解消してみませんか？ 

なお、今月は右記のとおり活動をしており

ますので、興味を持たれた方はぜひお越しく

ださい。体験参加・飛び入り参加も大歓迎で

す！！ 

〈1月の活動予定〉 

1 月 7、14、21 日（いずれも火曜日）19：00～21：00 

〈会 場〉中央公民館 講堂 

〈参加費〉月 2,000 円(体験、飛び入りは無料) 

〈服 装〉動きやすい服装・内履き 

〈申込み・問い合わせ〉町民体育館 ☎78－4700 まで 

 

2月 1日(土)・2日(日)の 2日間、高圧気

中開閉器等の電気工事のため、右記の施設が終日

休館となります。大変ご迷惑をお掛けいたします

が、町民の皆様のご協力お願いします。 

◆休館となる施設◆ 

・中央公民館  ・町民体育館 

・テニスコート ・ゲートボール場 

・柔道場 




